
　
江
別
市
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

で
は
、「
郷
土
江
別
の
歴
史
を
ま
な
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
、５
回
シ
リ
ー
ズ
で
各
先

生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
江

別
の
歴
史
に
つ
い
て
講
義
を
し
ま
す
。�

　
受
講
無
料
で
す
の
で
、受
講
希
望
の

方
は
、お
気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。�

☆
全
体
テ
ー
マ�

　
「
郷
土
江
別
の
歴
史
を
ま
な
ぶ
」�

◎
第
１
回�

　
平
成
１８
年
１０
月
６
日
（
金
）�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時�

　
テ
ー
マ
「
先
史
時
代
の
江
別
―
江

　
　
別
式
土
器
文
化
を
中
心
に
―
」�

　
講
師
　
江
別
市
教
育
委
員
会
生

　
　
涯
学
習
課
参
事
　園
部
真
幸
氏�

◎
第
２
回�

　
平
成
１８
年
１０
月
１３
日
（
金
）�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時�

　
テ
ー
マ「
江
別
古
墳
群
の
謎
」�

　
講
師
　
札
幌
国
際
大
学
現
代
社

　
　
会
学
部
　
教
授
　
関
口
　
明
氏�

◎
第
３
回�

　
平
成
１８
年
１０
月
２０
日
（
金
）�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時�

　
テ
ー
マ
「
近
世
か
ら
近
代
へ
―
石
狩

　
　
改
革
と
エ
ベ
ツ
―
」�

　
講
師
　
北
海
道
史
研
究
協
議
会

　
　
君
　
尹
彦
氏�

◎
第
４
回�

　
平
成
１８
年
１０
月
２７
日
（
金
）�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時�

　
テ
ー
マ
「
北
海
道
開
拓
と
江
別
・
北
越

　
　
殖
民
社
」�

　
講
師
　
札
幌
学
院
大
学
人
文
学

　
　
部
教
授
　
船
津
　
功
氏�

◎
第
５
回�

　
平
成
１８
年
１１
月
１０
日
（
金
）�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時�

　
テ
ー
マ
「
川
物
語
（
え
べ
つ
昭
和
史
・

　
　
抄
）
」�

　
講
師
　
ユ
ベ
オ
ツ
書
房
・
北
海
道
み

　
　
ん
ぞ
く
文
化
研
究
会�

　
　
藤
倉
徹
夫
氏�

☆
会
場
　
大
麻
公
民
館
研
修
室
２
号�

☆
定
員
　
５０
名
（
先
着
順
）�

☆
受
講
料
　
無
料�

☆
申
込
方
法
　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

江
別
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

電
話 

３
８
１
―
１
０
６
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
８
２
―
３
４
３
４
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
の
方
は
「
生

涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
」
と
お
書
き
に

な
り
、
受
講
す
る
方
の
お
名
前
・
ご
住

所
・
電
話
番
号
を
お
書
き
下
さ
い
。
）�

第� 号�
発 行 日 �

発 行 者 �

編 　 集 �

連 絡 先 �

平成18年9月8日�

江別市生涯学習推進協議会�

広報委員会�

江別市教育委員会生涯学習課�

〈高砂町24・電話 381-1062〉�

　平成１８年度江別市生涯学習推進協議会の総

会が、去る５月２０日好天に恵まれた中、会員多数の

参加のうちに終了いたしました。�

　江別市民国際交流協会の太田佳美さんを議長

に選出し、平成１７年度活動報告及び決算報告、

業務及び会計監査報告、平成１８年度活動方針及

び平成１８年度収支予算案について審議され、い

ずれも満場一致にて承認されました。また、規約の

改正についても若干の手直しを認め、すべて滞り

なく終えることが出来ました。�

　江別市生涯学習推進協議会の活動が、市民の

皆さんの学びの場として活用されることを願い、今

年度の各団体の事業がそれぞれの事業計画に基

づき活動を活発に推進され、さらなる躍進と実りあ

る１年となりますように。ここに１８年度の総会が終

えましたことを御報告申し上げます。�

◆総会が終わりました◆�

　
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
ま
も

な
く
冷
た
い
雨
の
訪
れ
る
季
節
が
参

り
ま
す
。�

　
江
別
市
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

で
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
『
会
員
活

動
発
表
会
』
を
、
１０
月
１４
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
の
目
的
は
、
市
内
の
色
々

な
団
体
が
本
協
議
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
お
互
い
内
容
が
十
分
理
解

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
、
目
的
は
、
な
ど
を
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

発
表
会
で
す
。�

　
年
ご
と
に
参
加
者
は
増
え
て
き
ま

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
自
分
の
団

体
の
発
表
が
終
わ
る
と
す
ぐ
帰
っ
て

し
ま
わ
れ
る
方
が
多
く
、
終
わ
り
に

近
付
く
程
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
は
何
と
か
し
て
最
後
ま
で
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。�

　
例
年
、
ど
の
団
体
の
方
も
す
ば
ら

し
い
発
表
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

お
出
で
い
た
だ
い
た
方
に
は
き
っ
と
満

足
し
、
或
い
は
感
動
し
て
頂
け
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

会
員
活
動
発
表
会
へ
の
お
誘
い�

生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
開
催�

生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
開
催�

昨年の発表の1コマ�



編
集
後
記�

「ら・ら・ら」では、生涯学習推進協議会に加入する各々の団体の行事を、分かる範囲内で紹介・お知らせ致します。�
それぞれの事業活動が、本誌によりご理解いただけ、参加交流が持てますことを期待し作成しております。�
３７号では、９月～１１月の行事を掲載致します。�

【事務局】江別市教育委員会生涯学習課　TEL 011-381-1062　FAX 011-382-3434　URL　http://www.e-lalala.org/�
�

　平成１８年３月、理事２名（おはなしなあに、女性団体協議会）、

女性団体協議会から３名、事務局１名の計６名で鎌倉市の生

涯学習のあり方、運営方法などについての調査視察のため、

鎌倉市生涯学習センターを訪れました。�

　鎌倉市生涯学習センター「きらら鎌倉」は鎌倉駅前に位置

し、市内５箇所にある公民館の基幹館として事業を展開。職

員の配置があるのは基幹館のみで、所長を含む９人の職員

が配置されており、他の館では公募によるボランティア団体「生

涯学習推進委員」６２名がその活動にあたっていました。講

座の企画・運営は職員を含む各推進委員が担当を区分ごと

に設定され、横の連携を持ちつつスムーズな運営がなされ

ていることに非常に感心を覚えました。�

　視察当日は、全館休館日でありながら、担当職員の方から、

小ホールや小規模な美術館並みのギャラリー、市民に開放し

ているＩＴ室、さらに推進委員の常時使用できる活動団体の

部屋も見学させていただいた。やはり、核となる活動場所の

確保と行政・民間の意識に「市民の側から」と「どんなもの

でも」という明確な、前向きな考え方や核になる人の必要性

が大きな意味を持っていると感じた視察でした。�

　　　　　　　　　　　　　　　（おはなしなあに　松山）�

鎌 倉 市 調 査 視 察 報 告 �

　当生涯学習推進協議会の情報誌

として発行しております「ららら」は

今回、より多くの市民の皆さんに見

ていただくために、前号に引き続き

各自治会へも回覧をさせていただ

きました。�

　次号以降は、市内各公民館等公共

施設で、自由にお読みになることが

できますので、今後とも、本誌をよろ

しくお願い申し上げます。�

　
残
暑
こ
と
の
ほ
か
厳

し
い
昨
今
、い
か
が
お

過
ご
し
で
す
か
。�

　
江
別
青
年
会
議
所

で
は
、９
月
２９
日
（
金
）
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
、ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口

健
氏
を
迎

え
、「
貫
く
信
念
〜
野
口

健
環
境
問
題
へ

の
挑
戦
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。�

　
開
場
午
後
６
時
、
開
演
午
後
６
時
３０
分
、

入
場
料
無
料
で
す
の
で
、奮
っ
て
ご
参
加
を
！�

　
お
問
い
合
わ
せ
先
〜
（
社
）
江
別
青
年
会

議
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

３
８
３
ー

９
６
７
８（
月
〜

金
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
ま
で
）�

　
　
（
社
）
江
別
青
年
会
議
所 

石
山
　
昇�

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】�

☆
江
別
市
女
性
団
体
協
議
会�

・
第
５４
回
江
別
市
女
性
大
会�

　
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
価
値
観
が
多

様
化
し
て
い
る
現
在
、豊
か
な
感
性
と
広
い

視
野
に
立
ち
、男
女
共
同
参
画
社
会
に
向

け
て
江
別
市
の
女
性
が
一
堂
に
会
し
、環
境

問
題
・
青
少
年
健
全
育
成
な
ど
の
学
習
と

実
践
を
重
ね
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、本
大
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
テ
ー
マ
　
私
発
！ 

伝
え
た
い
未
来
の

子
ど
も
に
「
生
命
を
育
む
の
は
一

人
の
行
動
か
ら
」�

　
日
　
時
　
平
成
１８
年
１０
月
２０
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時�

　
会
　
場
　
野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル�

　
内
　
容
　
講
演
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

　
講
　
師
　
旭
山
動
物
園
　
副
園
長�

　
　
坂
東 

元 

氏�
�

　
参
加
費
　
５
０
０
円
　�

　
そ
の
他
　
託
児
有
（
お
や
つ
代
１
０
０
円
）�

問
合
せ
先
　
江
別
市
女
性
団
体
協
議
会

研
修   

　
部
部
長

山
田
匡
子
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

３
８
４
―
０
０
１
３�

�

☆
お
は
な
し
な
あ
に�

・
ち
び
っ
こ
図
書
ま
つ
り�

　
日
　
時
　
平
成
１８
年
１０
月
２０
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

　
会
　
場
　
大
麻
公
民
館
研
修
室
２
号�

　
内
　
容
　
人
形
劇
や
大
型
絵
本
な
ど
。�

ど
な
た
で
も
い
く
つ
の
方
で
も
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
内
容
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。�

　
参
加
費
　
無
料
　�

問
合
せ
先
　
お
は
な
し
な
あ
に
　
松
山

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
３
８
５
―
４
７
８
８�

�

☆
え
べ
つ
手
話
の
会�

・
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？�

　
（
人
形
劇
）�

　
人
形
と
人
間
俳
優
が
と
も
に
演
じ
る

人
形
劇
。
音
楽
は
す
べ
て
生
演
奏
。
セ
リ
フ

の
な
い
舞
台
。
言
葉
を
越
え
て
伝
わ
る
繊

細
な
人
形
の
表
現
と
、
誰
が
見
て
も
わ
か

る
手
話
の
魅
力
が
、い
と
う
ひ
ろ
し
原
作

の
や
さ
し
い
世
界
を
作
り
出
し
ま
す
。�

　
内
　
容
　
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
？
』
は
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
い
う
手
話
（
こ

と
ば
）
を
テ
ー
マ
に
、２
つ
の
お
は

な
し
を
組
み
合
わ
せ
た
オ
ム
ニ
バ

ス
で
す
。�

　
日
　
時
　
平
成
１８
年
１０
月
１３
日
（
金
）�

　
　
　
　
　
開
場 

午
後
６
時
３０
分�

　
　
　
　
　
開
演 

午
後
７
時
００
分�

　
会
　
場
　
大
麻
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル�

　
チ
ケ
ッ
ト
　
お
と
な
（
高
校
生
以
上
）�

前
売
り
券
１
８
０
０
円�

当
日
券
２
０
０
０
円�

こ
ど
も
（
４
歳
〜
中
学
生
）

前
売
り
券
８
０
０
円�

当
日
券
１
０
０
０
円�

　
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所�

　
　
中
央
公
民
館
・
野
幌
公
民
館
・
え
ぽ
あ

　
　
（
大
麻
公
民
館
）・
江
別
市
民
会
館�

問
合
せ
先
　
え
べ
つ
手
話
の
会�

　
鈴
木
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
３
８
２
―
６
２
５
２�

　
西
川
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
３
８
２
―
５
７
３
１�

�【
支
援
事
業
】�

☆
子
ど
も
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
江
別�

・
こ
ね
っ
と
講
座
（
民
話
の
語
り
と
朗
読
）�

　
日
　
時
　
平
成
１８
年
１１
月
１１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

　
会
　
場
　
野
幌
公
民
館
研
修
室
５
号�

　
テ
ー
マ
　
「
私
と
民
話
の
出
会
い
」�

　
講
　
師
　
松
田 

春
枝 

氏
・
平
野
美
枝
子 

氏�

　
内
　
容
　
小
さ
い
頃
陶
酔
し
た
祖
母
の

語
り
と
古
事
記
・
中
国
で
北
方
民
族
よ
り

聞
い
た
昔
話
・
外
国
と
日
本
の
違
い
な
ど
。�

　
参
加
費
　
５
０
０
円�

問
合
せ
先
　
子
ど
も
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

　
江
別
　
高
木
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

３
８
３
―
４
７
３
３�

☆
江
別
痴
呆
の
人
の
家
族
を
支
え
る
会�

・
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
記
念
講
演
会�

　
認
知
症
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
当
会
で
は
啓
蒙
活
動
の
一
環

と
し
て
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
認
知
症
の

正
し
い
理
解
と
予
防
に
つ
な
が
る
講
演
会

を
企
画
し
ま
し
た
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

　
テ
ー
マ
　
「
み
ん
な
で
知
ろ
う
認
知
症
」�

　
日
　
時
　
平
成
１８
年
９
月
１９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時�

　
会
　
場
　
野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル�

　
参
加
費
　
無
料�

問
合
せ
先
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー 

ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
室 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
８
７
―
５
６
５
７�

　
（
水
・
木
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
）�


